
規制見直しの課題 HySUT

必要な規制見直し例

蓄圧器

圧縮器

SUS316L等の限られた

金属材料のみ使用可

貯蔵エリアへの

給油空地への
設置不可

ディスペンサー

マルチステーションマルチステーション

高圧ガス保安法

高圧ガス保安法

消防法

消防法

⇒ 低コスト金属材料も使用可能に

給油空地へ高圧ガス
設備設置不可

⇒土地有効活用した給油設備との
併設レイアウトを可能に
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「水素供給・ 利用技術研究組合」 実証データに基づく規制見直しの働きかけ

貯蔵

<貯蔵上限>
準工業地域 3,500Nm3
商業地域 700Nm3
準住居地域 350Nm3

貯蔵エリアへの
障壁設置 公道との

距離6m以上

ガソリン給油口との距離8m以上

H2

建築基準法

高圧ガス保安法

消防法

僅かFCV15台分

⇒ 貯蔵エリアの
障壁軽減

⇒ 給油機と充填機の並列設置可能に

⇒ 商業地域でも準工業地並に引き上げ

ディスペンサー

H2

給油空地への設置不可

⇒ ガソリンスタンド並の4mに



社会実証試験で必要な視点

① ＦＣＶユーザの視点(ユーザ利便性)

水素ステーション等供給インフラ網のユーザ利便性検証

= 「ユーザ利便性を損なわないステーション配置の実現」
「ガソリン等価以下の水素コストの実現」

② 水素供給者の視点(事業成立性)

HySUT
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水素供給事業(製造・輸送・ステーション)成立性の検証

=「ガソリンに対して価格競争力を持つ供給コストの実現」

③ 社会の視点(社会受容性)

安全・安心・CO2削減に貢献する水素エネルギーシステム
技術の検証



ユーザー利便性と事業成立性

半径７．０ｋｍ

約１５４ｋｍ２

クラスター、ＦＣＶ台数、
ステーション数の想定

ＦＣＶ台数： ①４００台
②８００台

ステーション数：１～１０箇所
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・ユーザー利便性（カバー半径）と事業成立性
（水素コスト）は相反する

・ユーザー利便性はステーション数のみ関係する

・事業成立性は、ＦＣＶ台数が少ない（＝稼働率が
低い）と大きく悪化する

社会実証で、許容されるカバー半径とステー
ションの稼働率、運営コストの検証が必要

↓
普及期は、いかに少ないステーション数で
ユーザー利便性を確保できるかも、水素コスト
低減の大きな鍵

ステーション数：１～１０箇所
（すべて１３ｈｒ/日運営）
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＜２００９年度～＞

首都圏及び福岡地区にて先行実施
「平成21年度水素利用社会システム構築実証事業」

社会実証試験の概要

＜２０１１年度～＞

拡大を計画中

HySUT

高圧水素トレーラー
・カードル

製油所

ステーション
建設・運営

水素ステーション

水素
出荷

水素

一般ユーザーの
ＦＣＶ長距離走行

【水素ハイウェイ実証】

ローリー
輸送

高圧水素トレーラー
・カードル

製油所

ステーション
建設・運営

水素ステーション

水素
出荷

水素

一般ユーザーの
ＦＣＶ長距離走行

【水素ハイウェイ実証】

ローリー
輸送
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※詳細内容は
ＦＣＣＪにて議論中

水素製造装置
（既設）

ＦＣＶ・ＦＣバス

水素
充填

Ｈ２

純水素FC
＋太陽電池

水素タウン

ＬＮＧ基地

Ｈ２
水素製造

都市ガスパイプライン
（既設）

純水素FC

Ｈ２

ＣＯ２ ＣＯ２回収

製鉄所

副生水素
（既設）Ｈ２

パイプライン輸送

【水素タウン実証】

純水素ＦＣ等
の面的導入

水素製造装置
（既設）

ＦＣＶ・ＦＣバス

水素
充填

Ｈ２

純水素FC
＋太陽電池

水素タウン

ＬＮＧ基地

Ｈ２
水素製造

都市ガスパイプライン
（既設）

純水素FC

Ｈ２

ＣＯ２ ＣＯ２回収

製鉄所

副生水素
（既設）Ｈ２

パイプライン輸送

【水素タウン実証】

純水素ＦＣ等
の面的導入

ＦＣＶ・ＦＣバス



水素タウン実証（福岡）

１．水素パイプラインによる水素供給技術の実証

２．純水素型定置用燃料電池の面的運転実証

３．純水素を燃料とする各種アプリケーションの実証

水素ハイウェイ実証（首都圏）

１．水素ステーションを核とした水素供給網の

面的実証
２．ＦＣバス／ＦＣＶハイヤーによる高速道路を

使った定期ルート運行

水素ハイウェイ実証と水素タウン実証の概要

水素ハイウェイ実証イメージ

HySUT

水素タウン実証イメージ

ＦＣＶハイヤー 水素ステーション

水素ステーション

ＦＣＶハイヤー
北九州水素ステーション

業務用純水素燃料電池
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高速道路
（20km)

高速道路
（80km)

成田空港

都心

羽田空港

水素ステーション

ＦＣバス ＦＣＶハイヤー 水素供給パイプライン

ＦＣＶハイヤー

集合住宅/戸建住宅
（家庭用純水素燃料電池）



１．燃料電池実用化推進協議会(ＦＣＣＪ）の

取り組み

２．産業競争力懇談会(ＣＯＣＮ)の提言

目 次

水素供給・利用技術研究組合 27

３．水素供給・利用技術研究組合(ＨｙＳＵＴ)

の取り組み

４．おわりに



エネルギー
イノベーション

実現

基礎研究 応用研究 事業化 普及・定着

「ダーウィンの海」

次世代自動車燃料の普
及・定着には、

技術と社会システムの

＜FCVに必要なイノベーション＞

水素利用社会システム

“第四のエネルギーインフラ”

イノベーションへのステップとＦＣＶ

水素供給・利用技術研究組合 28

「死の谷」

「学」

「産」

「官」

技術シーズからイノベーション実現までのステップ

技術
シーズ

技術と社会システムの
イノベーションが必要

規制見直し
国際整合による標準化
補助・支援制度


